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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 262,653 17.9 9,735 △17.2 9,950 △16.9 7,022 △13.8

2022年３月期 222,759 9.8 11,756 80.5 11,977 78.3 8,145 80.6

（注）包括利益 2023年３月期 7,012百万円 （△15.9％） 2022年３月期 8,334百万円 （76.6％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 298.90 272.79 8.2 5.5 3.7

2022年３月期 363.91 316.70 10.4 7.6 5.3

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 188,688 90,321 47.5 3,584.38

2022年３月期 170,468 83,275 48.5 3,538.36

（参考）自己資本 2023年３月期 89,620百万円 2022年３月期 82,626百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 △4,395 309 4,600 2,613

2022年３月期 △5,139 △5,036 10,455 2,099

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 66.00 － 43.00 109.00 2,545 30.0 3.1

2023年３月期 － 46.00 － 44.00 90.00 2,175 30.1 2.5

2024年３月期（予想） － 32.00 － 49.00 81.00 30.2

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 134,000 7.0 3,759 △29.0 3,880 △27.8 2,636 △26.1 105.42

通期 286,583 9.1 9,370 △3.8 9,574 △3.8 6,709 △4.5 268.32

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期 25,254,114株 2022年３月期 23,629,021株
②  期末自己株式数 2023年３月期 250,986株 2022年３月期 277,366株
③  期中平均株式数 2023年３月期 23,494,927株 2022年３月期 22,382,701株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 235,676 16.3 7,611 △14.5 7,865 △13.7 5,784 △12.3

2022年３月期 202,709 7.9 8,899 62.4 9,116 61.0 6,594 65.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期 246.21 224.69

2022年３月期 294.64 256.39

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 172,173 80,983 47.0 3,238.91

2022年３月期 157,859 75,075 47.6 3,215.01

（参考）自己資本 2023年３月期 80,983百万円 2022年３月期 75,075百万円

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 121,870 8.3 2,917 △27.2 3,042 △26.8 2,129 △25.6 90.61

通期 252,584 7.2 6,849 △10.0 7,038 △10.5 4,927 △14.8 209.70

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）個別財政状態

２．2024年３月期の個別業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一
定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、添付資料P３「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響並びにロシアによるウクライナ侵

攻問題など海外情勢の急激な変動に伴うインフレの進行と為替の変動もあり、依然として不透明な景況感が続いて

おります。しかしながら、今後も海外情勢の動向は見えにくいものの、国内においては新型コロナウイルス感染症

対策が緩和方向に進むことに伴い、経済活動を活発化させる動きも強まって景況感は回復傾向となっております。

　当社グループが属している鉄鋼・建材流通業界におきましては、国内需要は販売先の業種業態により濃淡はある

ものの、極端な落ち込みもなく概ね順調に推移いたしました。また、鉄鋼商品市況におきましては、国内メーカー

主導のなかで高止まり傾向となっておりますが、国際市況の動きも含め国内需給のバランスにより今後の市況動向

は不透明な状況となっております。このような状況のなかで、国内メーカー主導での仕入価格の上昇をいかに販売

価格に転嫁し収益向上を図るかに苦慮した一年となりました。

　このような環境のなかで、当社グループにおきましては、鉄鋼商品販売事業は、鉄鋼商品市況が高止まり傾向と

なる中で、拠点の新増設をはじめ各拠点において付加価値の向上のための加工設備の拡充を積極的に進め、販売数

量の増加と在庫商品を活かした収益向上に取り組みました。また、建材商品販売事業・工事請負事業は、主力販売

先である建設関連業界向け販売が、建設コストの上昇からホテル・商業施設等の建設延期や計画の中止が相次ぐな

ど中小型案件の減少により苦戦を強いられました。しかしながら、既受注分の大型案件が順調に推移し、かつ、マ

ンション・物流施設等の案件増加から中小型案件数が徐々に回復してくるなどコロナ明けを見据えた案件の増加に

より受注件数も増加してまいりました。さらに、2022年11月に四国エリアでの営業強化のため同業者である株式会

社ヤマサ（本社：高知県高知市）を子会社化するなどＭ＆Ａも積極的に進め、さらなる業績向上に取り組みまし

た。

　売上面におきましては、景況感が不透明な中で鉄鋼商品需要が伸び悩み、在庫出荷分を中心に鉄鋼商品の販売数

量は若干減少したものの販売単価が高止まりしたこと、並びに大型案件を中心に工事請負事業が堅調に推移したこ

とにより、当連結会計年度の売上高は、2,626億53百万円（前期比17.9％増）となりました。

　損益面におきましては、工事請負事業において利益が増加したものの、鉄鋼商品販売事業において販売数量が減

少したこと、並びに鉄鋼商品市況が高止まりによる仕入価格上昇に伴う在庫単価の上昇から在庫商品販売を中心に

収益率が低下したこと、さらには人件費の増加を主要因とする販管費の増加により、営業利益97億35百万円（前期

比17.2％減）、経常利益99億50百万円（前期比16.9％減）、親会社株主に帰属する当期純利益70億22百万円（前期

比13.8％減）となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①九州・中国エリア

　前期に対し、売上高は、鉄鋼商品販売事業において販売単価が高止まりしたこと並びに工事請負事業の増加によ

り増収となりました。損益は、工事請負事業において増益となりましたが、鉄鋼商品販売事業において在庫出荷分

を中心として利益率が低下し、さらに販管費の増加から減益となりました。その結果、外部顧客への売上高は

1,467億47百万円（前期比21.0％増）、セグメント利益は52億円（前期比3.0％減）となりました。

②関西・中京エリア

　前期に対し、売上高は、鉄鋼商品販売事業において販売単価が高止まりしたこと並びに工事請負事業の増加によ

り増収となりました。損益は、工事請負事業において増益となりましたが、鉄鋼商品販売事業において販売数量の

減少と在庫出荷分を中心として利益率が低下し、さらに販管費の増加から減益となりました。その結果、外部顧客

への売上高は634億97百万円（前期比16.5％増）、セグメント利益は17億10百万円（前期比34.1％減）となりまし

た。

③関東・東北エリア

　前期に対し、売上高は、鉄鋼商品販売事業において販売単価が高止まりしたこと並びに工事請負事業の増加によ

り増収となりました。損益は、工事請負事業において増益となりましたが、鉄鋼商品販売事業において販売数量の

大幅な減少と在庫出荷分を中心として利益率が低下し、さらに販管費の増加から減益となりました。その結果、外

部顧客への売上高は524億８百万円（前期比11.7％増）、セグメント利益は27億57百万円（前期比29.3％減）とな

りました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

　前連結会計年度末比182億19百万円増加し、1,886億88百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が33億

76百万円、受取手形が12億25百万円、建設仮勘定が９億97百万円減少したものの、売掛金が67億26百万円、電子

記録債権が63億33百万円、商品及び製品が49億６百万円、流動資産その他が33億73百万円、土地が15億90百万円

- 2 -

小野建㈱（7414）2023年3月期 決算短信



増加したことによるものです。

（負債）

　前連結会計年度末比111億73百万円増加し、983億67百万円となりました。主な要因は、未払法人税等が29億76

百万円、社債が21億57百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が52億12百万円、電子記録債務が11億90百万

円、短期借入金が82億50百万円、流動負債その他が17億６百万円増加したことによるものです。

（純資産）

　前連結会計年度末比70億45百万円増加し、903億21百万円となりました。主な要因は、利益剰余金が49億43百

万円増加したことによるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計期間末に比べ５億13百万

円増加し、当連結会計期間末は26億13百万円となりました。

　当連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は43億95百万円（前連結会計期間は51億39百万円の使用）となりました。これは

主に、税金等調整前当期純利益99億46百万円及び減価償却費の計上28億28百万円、並びに仕入債務の増加52億12百

万円があったものの、売上債権の増加103億27百万円、棚卸資産の増加48億86百万円及びその他の流動資産の増加

33億30百万円、並びに法人税等の支払額53億92百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、獲得した資金は３億９百万円（前連結会計期間は50億36百万円の使用）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得による支出38億20百万円があったものの、定期預金の払戻による収入42億40百万円によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、獲得した資金は46億円（前連結会計期間は104億55百万円の獲得）となりました。これは主

に、配当金の支払20億97百万円及び長期借入金の返済による支出９億42百万円があったものの、短期借入金の増加

76億40百万円によるものであります。

（４）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、海外情勢の急激な変動が危惧されるなど、国内経済の先行きに不透明感があるこ

とは否めない状況となっているものの、新型コロナウイルス感染症対策の緩和による経済活動の回復とインバウン

ド需要の増加が見込めることから、景況感は上昇してくるものと予想しております。

　このことから当社グループを取り巻く環境においても先行きに不透明感は残るものの、徐々に需要の回復が見込

めることが想定されます。

　しかしながら、鉄鋼商品販売事業におきましては、原材料の高止まりと為替の円安が続く中で国内メーカー主導

での鉄鋼商品市況の高止まり状態が、海外メーカー動向と国内需要動向により需給バランス次第で変動する懸念も

あり、在庫商品販売を中心として収益拡大が大きな課題となっております。

　また、建材商品販売事業・工事請負事業におきましては、公共工事において景気浮揚対策としての土木建築案件

の増加、民間工事特に大型建築案件の受注は順調に進み、かつ、建設コストの上昇は止まらないものの中小型建築

案件の需要も回復傾向となっており、今後は売上利益とも増加できる見込みとなっております。

　このような状況のなか、当社グループは従前からの基本戦略である「販売エリアの拡大」と「販売シェアの向

上」に邁進するため、鉄鋼・建材・工事の３部門の総合力を生かし中期的な視野に立って各拠点における在庫の拡

充、加工設備の充実を進めるなど積極的に設備投資を行うとともに、Ｍ＆Ａによる営業強化も図り、販売先のニー

ズに対し、さらに的確に対応できるよう地域密着型経営を進めてまいります。

　その結果、2024年３月期通期の連結業績見通しについては、売上高2,865億83百万円（前期比9.1％増）、経常利

益95億74百万円（前期比3.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益67億９百万円（前期比4.5％減）を予想して

おります。

　また、上記業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,351 2,975

受取手形 19,319 18,094

電子記録債権 13,730 20,064

売掛金 36,879 43,605

契約資産 863 635

商品及び製品 26,656 31,563

原材料及び貯蔵品 3,289 3,491

その他 3,022 6,396

貸倒引当金 △85 △120

流動資産合計 110,028 126,706

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 36,380 38,021

減価償却累計額 △14,788 △16,097

建物及び構築物（純額） 21,592 21,924

機械装置及び運搬具 12,997 14,599

減価償却累計額 △7,927 △9,335

機械装置及び運搬具（純額） 5,070 5,264

土地 29,133 30,723

その他 782 717

減価償却累計額 △514 △506

その他（純額） 268 211

建設仮勘定 1,008 11

有形固定資産合計 57,072 58,135

無形固定資産

のれん － 257

その他 279 259

無形固定資産合計 279 516

投資その他の資産

投資有価証券 1,483 2,066

長期貸付金 22 21

従業員に対する長期貸付金 14 24

退職給付に係る資産 37 －

繰延税金資産 961 666

その他 1,238 1,273

貸倒引当金 △670 △721

投資その他の資産合計 3,087 3,329

固定資産合計 60,440 61,982

資産合計 170,468 188,688

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,964 31,177

電子記録債務 20,590 21,781

短期借入金 26,950 35,200

１年内返済予定の長期借入金 － 52

未払法人税等 3,374 398

契約負債 158 199

賞与引当金 2,043 1,453

工事損失引当金 29 8

その他 3,116 4,823

流動負債合計 82,226 95,094

固定負債

社債 3,138 981

長期借入金 － 118

役員退職慰労引当金 46 6

退職給付に係る負債 839 1,101

資産除去債務 158 171

その他 784 893

固定負債合計 4,967 3,273

負債合計 87,193 98,367

純資産の部

株主資本

資本金 5,462 6,537

資本剰余金 5,422 6,498

利益剰余金 71,854 76,797

自己株式 △377 △341

株主資本合計 82,362 89,491

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 221 257

繰延ヘッジ損益 41 △2

退職給付に係る調整累計額 0 △125

その他の包括利益累計額合計 264 129

非支配株主持分 648 700

純資産合計 83,275 90,321

負債純資産合計 170,468 188,688
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

売上高 222,759 262,653

売上原価 195,599 236,566

売上総利益 27,160 26,086

販売費及び一般管理費 15,403 16,350

営業利益 11,756 9,735

営業外収益

受取利息 8 7

受取配当金 26 28

仕入割引 13 16

期日前決済割引料 30 30

受取家賃 74 78

投資有価証券売却益 － 29

助成金収入 93 41

その他 68 50

営業外収益合計 315 284

営業外費用

支払利息 16 31

売上割引 14 11

投資有価証券売却損 － 8

固定資産除却損 46 2

その他 16 15

営業外費用合計 94 69

経常利益 11,977 9,950

特別利益

固定資産売却益 187 －

特別利益合計 187 －

特別損失

固定資産売却損 0 4

特別損失合計 0 4

税金等調整前当期純利益 12,165 9,946

法人税、住民税及び事業税 4,363 2,487

法人税等調整額 △533 311

法人税等合計 3,829 2,798

当期純利益 8,335 7,147

非支配株主に帰属する当期純利益 189 125

親会社株主に帰属する当期純利益 8,145 7,022

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当期純利益 8,335 7,147

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4 35

繰延ヘッジ損益 △3 △44

退職給付に係る調整額 7 △125

その他の包括利益合計 △0 △135

包括利益 8,334 7,012

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 8,144 6,892

非支配株主に係る包括利益 190 119

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,299 4,290 65,822 △959 73,453

会計方針の変更による累
積的影響額

379 379

会計方針の変更を反映した
当期首残高

4,299 4,290 66,201 △959 73,833

当期変動額

新株の発行 1,162 1,162 2,325

剰余金の配当 △2,493 △2,493

親会社株主に帰属する当
期純利益

8,145 8,145

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △2 581 579

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

△28 △28

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

当期変動額合計 1,162 1,132 5,652 581 8,529

当期末残高 5,462 5,422 71,854 △377 82,362

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 226 45 △7 265 228 73,947

会計方針の変更による累
積的影響額

379

会計方針の変更を反映した
当期首残高

226 45 △7 265 228 74,326

当期変動額

新株の発行 2,325

剰余金の配当 △2,493

親会社株主に帰属する当
期純利益

8,145

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 579

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

△28

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

△4 △3 7 △0 420 419

当期変動額合計 △4 △3 7 △0 420 8,948

当期末残高 221 41 0 264 648 83,275

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,462 5,422 71,854 △377 82,362

当期変動額

新株の発行 1,075 1,075 2,150

剰余金の配当 △2,079 － △2,079

親会社株主に帰属する当
期純利益

7,022 － 7,022

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 0 35 36

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

－

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

当期変動額合計 1,075 1,075 4,943 35 7,129

当期末残高 6,537 6,498 76,797 △341 89,491

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 221 41 0 264 648 83,275

当期変動額

新株の発行 2,150

剰余金の配当 △2,079

親会社株主に帰属する当
期純利益

7,022

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 36

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

－

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

35 △44 △125 △135 51 △83

当期変動額合計 35 △44 △125 △135 51 7,045

当期末残高 257 △2 △125 129 700 90,321

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 12,165 9,946

減価償却費 2,547 2,828

のれん償却額 － 11

無形固定資産償却費 41 63

長期前払費用償却額 8 7

賞与引当金の増減額（△は減少） 901 △606

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 △40

工事損失引当金の増減額（△は減少） 29 △20

貸倒引当金の増減額（△は減少） △153 61

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 29 119

受取利息及び受取配当金 △34 △35

受取保険金 △27 △9

保険解約返戻金 － △63

社債償還損益（△は益） △9 △3

支払利息 16 31

投資有価証券売却損益（△は益） － △20

投資有価証券評価損益（△は益） － 4

有形固定資産売却損益（△は益） △187 4

有形固定資産除却損 46 2

売上債権の増減額（△は増加） △13,721 △10,327

棚卸資産の増減額（△は増加） △10,560 △4,886

その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,518 △3,330

仕入債務の増減額（△は減少） 9,285 5,212

未払消費税等の増減額（△は減少） △251 561

その他の流動負債の増減額（△は減少） △435 1,420

その他の固定資産の増減額（△は増加） 138 △71

その他の固定負債の増減額（△は減少） △24 5

その他 10 57

小計 △2,698 922

利息及び配当金の受取額 30 33

保険金の受取額 27 9

保険解約返戻金の受取額 － 63

利息の支払額 △17 △31

法人税等の支払額 △2,481 △5,392

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,139 △4,395

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,030 －

定期預金の払戻による収入 90 4,240

有形固定資産の取得による支出 △4,467 △3,820

有形固定資産の除却による支出 － △0

有形固定資産の売却による収入 655 －

投資有価証券の取得による支出 △0 △2

投資有価証券の売却による収入 － 68

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △67

関係会社株式の取得による支出 － △240

無形固定資産の取得による支出 △164 △59

保険積立金の積立による支出 － △0

保険積立金の解約による収入 － 180

従業員に対する長期貸付けによる支出 △9 △15

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 12 16

投資その他の資産の増減額（△は増加） △123 11

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,036 309

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 12,800 7,640

長期借入金の返済による支出 － △942

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △2,493 △2,097

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却に

よる収入
189 －

その他 △40 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,455 4,600

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 279 513

現金及び現金同等物の期首残高 1,820 2,099

現金及び現金同等物の期末残高 2,099 2,613
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号  2021年６月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過

的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしま

した。これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

（当連結会計年度における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

　なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第３四半期連結会計期間において、株式会社ヤマサ（本社：

高知県高知市）の株式を取得したため、連結の範囲に含めております。
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（単位：百万円）

九州・中国 関西・中京 関東・東北 合計

売上高

鉄鋼・建材商品販売事業

　鋼板類 21,483 31,632 16,661 69,777

　条鋼類 29,424 18,394 23,054 70,872

　丸鋼類 24,313 1,305 5,016 30,635

　線材類 1,052 1,396 53 2,502

　建機商品 14,576 183 43 14,803

工事請負事業 30,044 1,591 1,991 33,628

その他 122 － － 122

顧客との契約から生じる収益 121,017 54,504 46,821 222,342

その他の収益 294 21 101 417

外部顧客への売上高 121,311 54,526 46,922 222,759

セグメント間の内部売上高又は
振替高

507 2,111 782 3,401

計 121,818 56,638 47,705 226,161

セグメント利益 5,363 2,595 3,899 11,858

セグメント資産 73,678 51,420 39,046 164,145

その他の項目

減価償却費 678 1,369 515 2,564

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
4,429 1,567 237 6,235

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に鉄鋼・建材商品の販売及び一部工事請負を国内各地域において行っており、各拠点において包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「九州・中国」、「関西・

中京」及び「関東・東北」の３つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：百万円）

九州・中国 関西・中京 関東・東北 合計

売上高

鉄鋼・建材商品販売事業

　鋼板類 26,721 33,155 14,245 74,123

　条鋼類 38,184 22,843 28,496 89,524

　丸鋼類 29,803 1,314 4,836 35,954

　線材類 1,131 1,544 59 2,735

　建機商品 15,719 813 412 16,945

工事請負事業 34,774 3,804 4,260 42,838

その他 116 － － 116

顧客との契約から生じる収益 146,452 63,475 52,310 262,238

その他の収益 294 22 98 415

外部顧客への売上高 146,747 63,497 52,408 262,653

セグメント間の内部売上高又は
振替高

581 2,249 531 3,362

計 147,328 65,746 52,940 266,016

セグメント利益 5,200 1,710 2,757 9,668

セグメント資産 85,137 54,238 45,883 185,258

その他の項目

減価償却費 904 1,382 512 2,798

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
2,447 1,323 874 4,645

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 11,858 9,668

セグメント間取引消去等 25 4

棚卸資産の調整額 △126 73

のれんの償却額 － △11

連結財務諸表の営業利益 11,756 9,735

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 164,145 185,258

セグメント間取引消去等 △6,405 △6,788

棚卸資産の調整額 △188 △114

のれん － △257

全社資産（注） 12,917 10,590

連結財務諸表の資産合計 170,468 188,688

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）全社資産は、主に当社の現金及び預金、管理部門に係る資産等であります。
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その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 2,564 2,798 － － 33 112 2,597 2,910

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

6,235 4,645 － － 269 17 6,504 4,662

（単位：百万円）

（注）減価償却費の調整額、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に全社資産等に係るものであ

ります。
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前連結会計年度
（自 2021年４月１日

至 2022年３月31日）

当連結会計年度
（自 2022年４月１日

至 2023年３月31日）

１株当たり純資産額 3,538.36円 3,584.38円

１株当たり当期純利益 363.91円 298.90円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 316.70円 272.79円

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
8,145 7,022

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益（百万円）
8,145 7,022

期中平均株式数（千株） 22,382 23,494

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
△3 △2

　（うち支払利息（税額相当額控除後）

　（百万円））
(△3) (△2)

普通株式増加数（千株） 3,326 2,240

　（うち転換社債型新株予約権付社債

　（千株））
(3,326) (2,240)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要

－

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（開示の省略）

　連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計

算書に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略してお

ります。

　リース取引、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、税効果会計、資産除去債務、賃貸等不動産、関

連当事者情報に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省

略しております。
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４．その他

役員の異動

①　代表取締役の異動

該当事項はありません。

②　その他の役員の異動

常務取締役　大阪支店長　木下　正祥（現　取締役　大阪支店長）

③　就任予定日

2023年６月23日
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